
14 

 

  

●はじめに 

 放卵放精型のサンゴの卵は海面で受精し、胚や幼

生は海面近くを漂いながら発達し、数日後に降下して

海底に着生する。しかし、幼生の大半が産卵場所の

近くの礁に着生するのか、それともかなりの部分が遠く

に運ばれて広範囲に種の分布を広げるのかはまだ十

分に分っていない。放卵放精型のサンゴでは広範囲

に分布を広げる進化的な面での特性が強調されてい

るが、生まれた場所での個体群の維持にはどの程度

寄与しているのだろう。囲いのある水柱で、ミドリイシ類

は卵と胚の間は海面近くに留まり、受精から約70時間

後、プラヌラ幼生になって水柱に広く分散することが確

かめられている（Omori et al. 2007）。しかし実際の海

ではどうであろうか。自然環境で卵や幼生の水平方向

への分散や鉛直移動を調べようとした研究は、Willis 

and Oliver (1988）以外、近年はわずかに灘岡ら

（2003）や Gilmour et al. (2009) や Suzuki et al. 

(2011)などの報告があるだけである。これらの調査研

究の 10 年以上前に、藤村（1993）は阿嘉島臨海研

究所に滞在して、本報告の共著者のひとり（M.O.）の

指導の下で卵と幼生の分散と着生についての調査を

行い、重要な知見を得ている。私達は、その東京水

産大学平成 4 年度卒業論文の一部を抜粋し共著者

2 人の考察を加えて改訂したので、ここに報告する。 

 

●調査方法 

 調査は 1992 年 6 月、さんご礁に囲まれた慶良間列

島の阿嘉島の周辺で、造礁サンゴ類の一斉産卵後に

行われた。一斉産卵は 6 月 14、15 日（満月は 15日）

の 2日間にわたって、いずれも22時前後にスキューバ

ダイビングによって確認された。6月14日はミドリイシ属

サンゴが主に島の東側のニシハマで大規模に産卵し、

15 日には南西側のヒズシで産卵した（図 1 参照）。 

 卵と幼生の採集調査は 6月 12日及び 15-23日に、

阿嘉島周辺のさんご礁域を網羅するように設けた 22

点（図１）で日中 1 回行い、船外機付ゾディアックボー

トで、口径 45cm、目合 100μmのノルパックネットを約

図 1 サンゴ卵・幼生の採集点 

 波線はサンゴ礁原のおよぶ範囲を示す。当時、阿嘉新港と阿嘉大橋は

まだできていなかった。 
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2 ノットで 3-5 分間海面を曳網した。また鉛直分布調

査は 6 月 15-23 日、7 月 1日に阿嘉島の東側に位置

する阿嘉海峡の Sta.18 で水深 0（海面）、5、10、15m

の４層で行った。この際、規定の水深ま

で潜水したダイバーがノルパックネットを

保持しながら曳航され、ネット口輪に取

り付けた濾水計の正常な作動の確認と

水深調整を行うことで、正確な水深での

採集を確認した（図 2）。採集時には各

調査点で毎回風向及び風速を計測し

た。得られた標本は、2.5％中性ホルマ

リン海水で固定して研究室に持ち帰っ

て実体顕微鏡下で計数し、1m3あたりの

個体数を求めた。計数に当っては卵、

胚、幼生の区分はしていないが、受精

後の発生時間の経過から、受精後約

70時間後（6月 18日または 19日）には

全てがプラヌラ幼生に到達していたと推

定された。 

 

●結果 

 各調査点の海面での個体数密度と島

の周辺の平均的な風向を図 3 に、各点

での採集時の風向風速を図 4 に示す。 

 一斉産卵の前々日（6 月 12 日）に採

集を試みた 10 点中 8 点で幼生が出現

し、最高は Sta.16 の 24 個体（以下いずれも 1m3あた

り）であった。一斉産卵後の 2-3日間は南～南西の風

がかなり強く吹き（＞５m/sec）、この間、島の南西の

礁原に近い Sta.8では 6月 15日に 0個体であったが、

16 日に 23 個体、17 日には 444 個体（最大）に激増

し た 。 そ の 後 、 風 向 が 北 ～ 北 東 に変 わ っ た （ ＜

5m/sec）6 月 18 日から 20 日には 1 個体に激減した。

逆に島の北東側の Stas.17-20 では 6 月 15-17 日は

3 個体以下であったが、19 日（産卵後 4-5 日）に

Sta.18 で 104 個体、Sta.22 で 175 個体、20 日には

Sta.20 で 459 個体が出現した。その後 6 月 22 日（産

図 3 海面付近の卵・幼生の分布 （矢印は風向を示す。） 

図 2 鉛直分布調査の際の曳網方法 

 ダイバーは曳網中、ネットの口輪を保持し、ネットの開閉と到達深

度の制御を行った。 

float 

weight 
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卵後 7-8 日）から 23 日にかけて、ほとんどの場所で

風向きに関係なく個体数密度が減少し、23 日には全

ての点で 3 個体以下となり、風下にあたる島の北東側

の各点では 0 個体となった。 

 Sta.18 における個体数密度の鉛直分布の変化を

図 5 に示した。6 月 15 日水深 5m で 73 個体と最も多

く出現し、風向きが南～南西であった 16、17 日には

全層で一旦減少したが、風向きが北～北東に変って

周辺のさんご礁域での個体数密度が増加した 18 日、

19 日には表層で激増し、19 日は表面で鉛直分布調

査を通じて最大（104 個体）の出現

を見た。その後、表面での個体数は

減り、水深 15m までの全層に広く分

散して、22 日以降（産卵後 7-8 日）

は減少した。 

 

●考察 

 グレートバリアリーフで行われた、一

斉産卵後の卵と幼生の分布調査

（Willis and Oliver 1988）では、礁湖

周辺でのそれらの分布は海面の風

況によって大きく左右され、幼生が

能動的に着生場所を選択することは

難しいとされている。阿嘉島において

も 6 月 17 日から 18 日にかけて風向

が北東から南西に変わった際に、島

の南西側に位置する採集点（例えば

Sta.8）と北東に位置する採集点（例

えば Sta.20）での分布密度に大きな

変化が見られた。私たちは当初、幼

生は阿嘉島の風下側に集積するか

もしれない（Nakamura and Sakai 

2010 参照）と考えたが、全般に島の

風上側に胚と幼生が集積する傾向

が強かった。 

 産卵が見られた翌日にあたる 6 月 15 日と 16日に風

上側を含めて全般的に個体数密度が低かったのは、

この期間の卵や物理的な損傷を受けやすい胚（ことに

桑実期）が採集中に分割してネットから逸出したか、

島の沖合に運ばれたことによるものであろう。表面の卵

と胚が表層流によってより沖方に運ばれたことは、

Sta.18 の鉛直分布調査で、産卵後 1-2 日の 6 月 15

日に個体数密度が表面では 1 個体に過ぎず、水深

5m で最大（73 個体）であったことからも推察できる（図

図 4 卵・幼生採集時の各採集点の風向と風速 
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5）。卵や胚の一部は、やがて島の北側を流れる黒潮

反流の分枝流にのって沖縄本島西海岸に到達する

のであろう（木村ら 1992; 灘岡ら 2003）。小型漂流

ブイを投入して慶良間列島からのサンゴ幼生の輸送

経路を測定した灘岡ら（2003）は、漂流ブイが約 24

時間後に沖縄本島西海岸に到達し、再び南西に進ん

で慶良間列島付近に回帰したと述べ、サンゴ幼生が

慶良間列島付近に滞留してそのまま海底に着生した

り列島から沖縄本島西海岸へ供給されたりするほか

に、慶良間列島から一旦離れた後、約 4 日間で東方

海域から回帰することによって産卵場所付近に着生

する可能性を示している。 

 6 月 19 日と 20 日には幼生は既に受精後 5-6 日目

で、分布は海面下に及び、鉛直分布幅は広がってい

る筈である（Omori et al. 2007）。このことは Sta.18 で

の 6 月 18 日以降の鉛直分布でも明らかで（図 5）、表

面の流れの影響はプラヌラ幼生初期に達するまでの、

受精後 2-3 日に限られることを示している。6 月 20 日

（受精後 5-6 日）以降の幼生の個体数密度の急激な

減少は、幼生の海底への着生によるものであろう。慶

良間列島で優先する 2 種のミドリイシサンゴ（Acropora 

tenuis、A. nasuta）のプラヌラ幼生の着底探索行動は

受精後約 4 日で、また着生能力は受精後 10 日前後

で最大になることが飼育実験で確かめられている

（Harii et al. 2007）。Harrison (2006) や Nozawa and 

Harrison (2008) もミドリイシ類幼生の着生活動が受

精後 1 週間でピークに達することを示した。水平分布

から幼生の多くが常に阿嘉島周辺に張りつくように分

布し、風上側に滞留し、産卵場所付近に着生している

ことが想定される。狭い範囲で考えれば、島の周辺の

稚サンゴの加入場所は受精後 4 日から 7 日の間の風

向きによって大きく影響されると言えよう。 

 岬の近くに設定した Stas.1、4、16、22 では、ほかの

採集点に比べて相対的に個体数密度が高かった。

Sta.16 ではしばしば渦流が見られ、一斉産卵後に生

じるスリック（配偶子が水面に浮上した後、風や波によ

って作られるそれらの帯状の集合体）もこの付近でし

ばしば観察されている。Hamner and Hauri (1977) が

グレートバリアリーフのWhitsunday 島周辺海域で行っ

た調査でも、満潮時を境に潮汐流が方向を変え、渦

流が発生することを観察しているが、このような渦流は

卵や幼生を滞留させる要因になっているのではないか

と思われる。 

 6 月の一斉産卵直前に行われた調査で、島の周辺

の 8 点で出現した幼生はほぼ一ヶ月前に阿嘉島で確

図 5 Sta.18 における卵・幼生の深度別分布 
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認された一斉産卵（Montipora 属は 5 月 19、20 日、

Acropora 属は 5 月 21-23 日）で発生した幼生が着

生せずに生き残ったものと考えられるが、5 月と 6 月の

一斉産卵の間にまったくサンゴの産卵がなかったかど

うかは疑問である。また、慶良間列島のほかの島々や

島の西南に位置する宮古島や八重山列島での一斉

産卵を源にするものかもしれない。着生能力のピーク

時に着生しなかった放卵放精型サンゴの幼生が 1 ヶ

月以上の長期にわたって生存することは Harii et al. 

(2007）や Graham et al.（2008）などの飼育実験で確

かめられているが、これらの記録は濾過海水中で捕食

者なしの条件下で得られたものである。今回、自然環

境中で見られた幼生が 1 ヶ月以上着生せず浮遊して

いたものだったのであれば記録に値するだろう。 

 

●摘要 

１．受精後 2-3日目にプラヌラ幼生初期に成長するま

で、卵・胚・幼生の分布は海面の風向と表層流の影

響を最も受ける。 

２．プラヌラ幼生は阿嘉島周辺に滞留し風上側に集

積する。 

３．それらの多くは受精後 5-6日目から産卵場所の周

辺の海底に着生するが、着生場所は受精後 4-7 日

目の風向きによって決定される。 
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